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4
月
11
日
、
国
家
議
員
会
館
で

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
見
直
し

・
延
期
」
を
求
め
る
地
元
選
出
国

会
議
員
要
請
行
動
（
主
催
・
全
建

総
連
東
京
都
連
）
を
行
な
い
、
5

組
合
54
人
（
東
京
土
建
は
31
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

菅
原
良
和
都
連
委
員
長
は
「
イ

ン
ボ
イ
ス
は
小
零
細
業
者
に
は
厳

し
い
内
容
だ
。
私
た
ち
の
組
合
の

仲
間
の
約
80
％
が
免
税
業
者
。
し

か
し
周
知
が
十
分
で
な
く
、
70
％

が
何
も
対
策
が
で
き
て
い
な
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
を
延
期
、
見
直
し
を

地
元
の
国
会
議
員
に
訴
え
て
い
こ

う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。ま
た

西
雅
史
全
建
総
連
税
金
対
策
部
長

は
直
近
の
イ
ン
ボ
イ
ス
を
め
ぐ
る

動
き
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

末
松
義
規
（
立
民
）
、
宮
本
徹

（
共
産
）
議
員
が
参
加
し
、
3
月

30
日
に
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
法
案
を

衆
議
院
に
提
出
し
た
こ
と
な
ど
国

会
内
で
の
取
り
組
み
を
説
明
し
、

連
帯
の
意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
9
つ

の
班
に
分
か
れ
て
81
人
の
地
元
選

出
国
会
議
員
に
要
請
し
ま
し
た
。

3
月
21
日
に
行
な
わ
れ
た
東
京

土
建
一
般
労
働
組
合
第
75
回
定
期

大
会
後
、
4
月
1
日
に
開
催
さ
れ

た
2
0
2
2
年
度
第
1
回
中
央
執

行
委
員
会
に
お
い
て
、
2
0
2
2

年
度
の
本
部
の
執
行
部
の
体
制

（
役
割
分
担
）
を
左
記
の
よ
う
に

決
定
し
ま
し
た
。

〈
委
員
長
〉

中
村
隆
幸
（
拡
大
推
進
委
員
会
責

任
者
、
書
記
局
人
事
委
員
会
責
任

者
、
国
保
審
査
会
審
査
委
員
、
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
長
、
東

京
原
水
協
代
表
理
事
、
都
民
連
代

表
世
話
人
）

〈
副
委
員
長
〉

佐
藤
豊
（
産
業
対
策
責
任
者
、
本

部
住
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会
、
リ
カ
コ
理
事
長
、
都
連

技
術
対
策
部
長
、
規
約
・
規
程
等

改
正
委
員
長
）

丸
山
篤
義
（
財
政
部
長
、
主
婦
の

会
担
当
役
員
、
書
記
局
員
給
与
検

討
委
員
長
）

松
本
久
人
（
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統

一
本
部
副
本
部
長
、
東
京
都
連
副

委
員
長
、建
設
首
都
圏
共
闘
議
長
）

渡
辺
義
久
（
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

理
事
長
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
担
当
）

石
川
信
一（
事
業
所
対
策
責
任
者
、

学
習
制
度
化
委
員
長
、
ど
け
ん
共

済
会
理
事
長
、国
保
対
策
委
員
長
）

石
村
英
明
（
国
保
組
合
理
事
長
、

護
憲
平
和
運
動
本
部
長
、
東
京
革

新
懇
担
当
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
反
対

連
絡
会
担
当
、
統
制
委
員
会
責
任

者
）

〈
書
記
長
〉

小
番
徹
（
全
体
統
括
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
京
土
建
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
理
事
長
、

東
京
地
評
副
議
長
、
全
労
済
都
本

部
理
事
、労
金
都
本
部
運
営
委
員
）

〈
書
記
次
長
〉

北
川
誠
太
郎
（
賃
金
・
仕
事
・
労

働
対
策
責
任
者
、
産
業
対
策
委
員

会
事
務
局
長
、
リ
カ
コ
理
事
、
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
事
務
局

長
、建
設
政
策
研
究
所
副
理
事
長
）

熊
切
健
二
（
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

専
務
理
事
、
技
術
・
税
金
経
営
対

策
責
任
者
、
経
営
セ
ン
タ
ー
・
総

合
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
東
京
自

治
研
副
理
事
長
）

中
宿
稔
（
組
織
・
後
継
者
・
青
年

部
・
事
業
所
・
主
婦
の
会
・
シ
ニ

ア
・
情
報
戦
略
責
任
者
、
国
保
対

策
、脱
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
）

木
村
潮
人
（
社
会
保
障
対
策
・
厚

生
文
化
責
任
者
、
国
保
組
合
専
務

理
事
、ど
け
ん
共
済
会
副
理
事
長
、

労
働
共
済
連
副
理
事
長
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
反
対
連
絡
会
）

中
原
收
（
財
政
・
総
務
・
教
宣
・

学
習
制
度
化
・
電
算
室
・
人
事
部

・
「
建
設
労
働
の
ひ
ろ
ば
」
責
任

者
、
労
働
審
判
員
）

〈
賃
金
対
策
部
〉

部
長
・
小
坂
剛
常
任
中
執
。
御
崎

誠
人
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執

・
及
川
光
太
郎
（
葛
飾
）
、
藤
川

善
清
（
墨
田
）
、
伊
藤
賢
司
（
新

宿
）
、
井
口
和
良
（
城
北
Ｂ
）

〈
仕
事
対
策
部
〉

部
長
・
後
藤
英
雄
常
任
中
執
。
栗

橋
宏
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執

・
井
澤
典
一
（
大
田
）
、
秋
元
正

眞
（
世
田
谷
）
、
奥
村
歳
久
（
文

京
）
、
小
藤
隆
之
（
東
部
Ｂ
）

〈
労
働
対
策
部
〉

部
長
・
川
口
敏
彦
常
任
中
執
。
唐

澤
一
喜
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中

執
・
真
木
泰
久
（
足
立
）
、
宮
本

卓
廣
（
豊
島
）
、
矢
吹
一
幸
（
八

王
子
）
、
砂
川
恵
（
多
摩
北
Ｂ
）

〈
技
術
対
策
部
〉

部
長
・
佐
藤
里
志
常
任
中
執
。
西

岡
貴
之
専
従
常
任
中
執
待
遇
。
担

当
中
執
・
島
村
新
（
三
鷹
武
蔵

野
）
、
鯉
淵
勝
也
（
小
金
井
国
分

寺
）、
宮
澤
和
也（
府
中
国
立
）、

佐
藤
忍
（
目
黒
）

〈
社
会
保
障
対
策
部
〉

部
長
・
千
葉
一
郎
常
任
中
執
。
田

村
彰
宏
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中

執
・
山
本
清
志
（
板
橋
）
、
鎗
田

登
美
雄（
杉
並
）、
清
水
政
廣（
多

摩
西
部
）
、
三
橋
誠
（
多
摩
・
稲

城
）
、
牧
岡
善
隆
（
多
摩
東
Ｂ
）

〈
組
織
部
〉

部
長
・
檜
山
剛
志
常
任
中
執
。
黒

木
強
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執

・
遠
藤
喜
世
志
（
江
戸
川
）
、
渡

辺
勝
二
（
北
）
、
阿
部
秀
晴
（
中

野
）
、
宮
崎
透
（
西
多
摩
）
、
実

川
英
治
（
江
東
Ｂ
）

〈
後
継
者
対
策
部
〉

部
長
・
土
橋
弘
典
常
任
中
執
。
佐

藤
広
平
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中

執
・
冨
樫
康
弘
（
江
東
）
、
出
井

章
史
（
港
）
、
宮
澤
良
明
（
村
山

大
和
）
、
髙
木
夏
子
（
西
部
Ｂ
）

〈
税
金
経
営
対
策
部
〉

部
長
・
大
木
栄
一
常
任
中
執
。
山

本
高
明
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中

執
・
小
林
紀
久
夫
（
品
川
）
、
井

上
清
一
（
小
平
東
村
山
）
、
前
川

達
夫
（
清
瀬
久
留
米
）

〈
厚
生
文
化
部
〉

部
長
・
塩
野
操
常
任
中
執
。
松
広

高
幸
専
従
常
任
中
執
待
遇
。
担
当

中
執
・
津
田
宗
久
（
荒
川
）
、
島

﨑
慶
一
（
西
東
京
）
、
寺
山
邦
裕

（
台
東
）
、
市
川
耕
平
（
多
摩
西

Ｂ
）

〈
教
育
宣
伝
部
〉

部
長
・
上
原
誠
常
任
中
執
。
吉
川

豊
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執
・

小
倉
常
良（
渋
谷
）、
宗
像
勇（
狛

江
）
、
髙
木
一
（
日
野
）
、
澤
海

比
可
瑠
（
多
摩
南
Ｂ
）

〈
財
政
部
〉

部
長
・
丸
山
篤
義
副
委
員
長
。
茂

呂
裕
一
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中

執
・
福
岡
忠
行
（
練
馬
）
、
佐
藤

眞
理
子（
調
布
）、
尾
花
慎
司（
町

田
）
、
五
日
市
浩
志
（
南
部
Ｂ
）

3
月
25

日
、
新
宿
駅

西
口
で
全
建

総
連
東
京
都

連
は
建
設
労

働
者
の
賃
金

の
大
幅
引
き

上
げ
を
求
め

る
宣
伝
行
動

を
行
な
い
、

32
人
（
東
京

土
建
は
13

人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

行
動
参
加

者
は
「
建
設
職
人
の
活
躍
に
は
賃

上
げ
が
必
要
で
す
」
「
め
ざ
す
は

建
設
業
の
新
3
Ｋ
現
場
」
な
ど
と

書
か
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
し
た
。

宣
伝
カ
ー
か
ら
は
8
人
の
弁
士

が
訴
え
ま
し
た
。
松
本
久
人
都
連

副
委
員
長（
東
京
土
建
副
委
員
長
）

は
「
建
設
労
働
者
は
1
日
2
万
5

0
0
0
円
、
年
収
で
7
2
0
万
円

を
め
ざ
し
て
い
る
。
チ
ラ
シ
を
ご

覧
に
な
っ
て
、
建
設
労
働
者
の
実

情
を
知
り
、
私
た
ち
の
要
求
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
小
坂
剛
都
連
執
行

委
員
（
東
京
土
建
常
任
中
執
）
は

「
今
、
春
闘
の
時
期
で
『
大
手
企

業
ベ
ア
満
額
回
答
』
な
ど
の
報
道

が
あ
る
が
、
私
た
ち
は
賃
上
げ
の

実
感
は
な
い
。
建
設
業
界
で
は
設

計
労
務
単
価
が
政
策
的
に
数
年
来

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
場

の
職
人
に
は
賃
上
げ
に
な
っ
て
い

な
い
」
と
建
設
業
界
の
実
態
を
告

発
し
ま
し
た
。

【
足
立
支
部
発
】
3
月
27
日
、

コ
ロ
ナ
禍
で
お
困
り
の
方
へ
食
品

配
布
を
行
な
う
催
し
「
足
立
た
す

け
あ
い
村
」
が
開
催
。
昨
年
12
月

末
に
続
き
足
立
支
部
の
仲
間
が
食

糧
支
援
と
参
加
協
力
を
行
な
い
ま

し
た
。

【
瀬
里
澤
孝
昌
さ
ん
談
】
昨
年

12
月
末
に「
足
立
た
す
け
あ
い
村
」

が
開
催
さ
れ
た
際
、
組
合
の
仲
間

か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
を
聞
き
、

自
身
も
何
か
支
援
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
思
い
付
い
た
の
が
、
同

じ
く
足
立
支
部
の
組
合
員
で
あ
る

父
が
会
長
を
務
め
る
自
治
会
の
食

糧
備
蓄
品
。
中
に
は
賞
味
期
限
を

迎
え
そ
う
な「
廃
棄
待
ち
の
食
品
」

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
早

速
、
相
談
を
し
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

す
る
と
父
は
そ
の
取
り
組
み
に

賛
同
。
賞
味
期
限
の
近
く
な
っ
た

乾
パ
ン
や
ア
ル
フ
ァ
米
を
譲
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
段
ボ
ー

ル
数
箱
分
の
食
料
を
確
保
し
、
今

回
の
た
す
け
あ
い
村
に
て
支
援
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
は

限
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

少
し
で
も
困
っ
て
い
る
方
々
の
力

に
な
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
今

後
と
も
自
身
に
で
き
る
範
囲
で
協

力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

【
中
野
・
設
計
・
藤
野
雅
人
記
】

中
野
区
議
会
第
1
回
定
例
会
で
公

契
約
条
例
案
が
示
さ
れ
、
3
月
25

日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
約
20
年
、
運
動
を

続
け
た
成
果
で
す
。

2
0
0
5
年
10
月
、
東
京
土
建

中
野
支
部
、
建
設
ユ
ニ
オ
ン
、
中

野
建
設
の
東
京
都
連
3
組
合
は
中

野
区
議
会
に
「
公
契
約
法
を
制
定

す
る
よ
う
国
に
求
め
る
意
見
書
」

の
陳
情
を
提
出
し
、
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
中
野
支
部
に
お
け
る
運
動

の
起
点
と
も
い
え
ま
す
。

そ
の
後
、
停
滞
期
を
経
て
2
0

1
2
年
1
月
、
自
民
党
区
議
団
全

員
が
出
席
し
、
合
同
勉
強
会
。
公

明
党
、
民
主
党
、
共
産
党
と
順
次

実
施
し
9
月
10
日
、
超
党
派
に
よ

る
勉
強
会
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

直
前
に
3
組
合
で
協
議
し
「
中
野

地
区
協
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
翌

年
3
月
、
地
区
協
と
連
合
中
野
が

「
進
め
よ
う
公
契
約
in
中
野
」
を

共
催
し
、
3
5
0
人
が
参
加
。
会

場
の
中
野
ゼ
ロ
小
ホ
ー
ル
に
は
制

定
へ
の
思
い
が
充
満
し
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
、
事
務
局
会
議
を

開
始
。
東
京
土
建
、
建
設
ユ
ニ
オ

ン
、連
合
中
野
が
定
期
的
に
会
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
方

針
と
情
報
共
有
、
意
見
交
換
を
積

み
重
ね
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
11

月
に
中
野
ゼ
ロ
小
ホ
ー
ル
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
翌
年
12
月
に
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
学
習
会
を
開
催
。

各
方
面
に
条
例
の
必
要
性
を
広

げ
、
制
定
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

今
後
、
労
働
報
酬
審
議
委
員
に

支
部
役
員
を
送
り
、
建
設
工
事
の

請
負
金
額
を
1
億
8
0
0
0
万
円

か
ら
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
な

ど
、
制
度
を
磨
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
延
期
求
め
る

イ
ン
ボ
イ
ス
延
期
求
め
る

新３Ｋ現場めざす
建設職人に大幅賃上げを

都
連
で
地
元
国
会
議
員
に
要
請

備
蓄
品
を
支
援
に

足
立
支
部
の
瀬
里
澤
さ
ん

笠井亮議員秘書に要請書を手渡す大木常任中執
（中央）と西多摩支部の辻岡さん

「足立たすけあい村」に備蓄品を届けた
瀬里澤さん

公
契
約
全
会
一
致
で

中野

２０
年
の
運
動
が
実
を
結
ぶ

２
０
２
２
年
度
中
央
執
行
委
員
会
の
体
制

２
０
２
２
年
度
中
央
執
行
委
員
会
の
体
制

求

人

求

職


